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図２

VanA型耐性のバンコマイシンによる誘導と発現機構
（VanB型耐性発現機構も基本的に同じ）
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（VanA型遺伝子）
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図４

Usage of vancomycin ( in kilograms) in the United States, France, Italy, Germany, United 
Kingdom, and The Netherlands (23). 



図５ バンコマイシンの年間使用量の推移



図６ ミシガン大学（米国）病院のVRE分離件数



図７

異なるVRE保菌動物間の生態学的関連
Aarestrup, F. M. et al. 2002. Nonhuman reservoirs of enterococci. (in) The Enterococci, Pathogenesis, Molecular Biology, 
and Antibiotic Resistance. P55-99. (ed) M. S. Gilmore et al. ASM press, Washington, DC.



図 ８

EUのアボパルシン使用禁止
前後の人、動物における
バンコマイシン耐性腸球菌
（VRE）の分離頻度

A. デンマーク
斜線棒 食肉用鶏VRE分離頻度
白棒 豚VRE分離頻度
1995年５月 アボパルシン使用禁止

B. ドイツ
一般市民のVRE保菌率
1996年１月アボパルシン使用禁止

C. オランダ
斜線棒 1997年VRE分離頻度
白棒 1999年VRE分離頻度
1997年 アボパルシン使用禁止

D. イタリア
鶏肉のVRE分離頻度
1997年 アボパルシン使用禁止
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図9 VREが分離された都道府県の施設数

医療施設または検査センター

VRE多数分離施設

（1施設 6～27例）
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表３

引用文献（23）
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引用文献(48）
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表6 日本のVRE分離状況（アンケート調査）

アンケート依頼 4,426 医療施設

3,882 病院 （病院規模､19 床～1,500床）

544 検査センター

回答率 1,778 施設 （40.2 %）

VRE分離施設 31 施設 （1.7 %）

26 病院

5 検査センター



表７ 日本のVRE型分離率

VanA型 71 例 （55 %）

VanB型 56 例 （44 %）

VanD型 1 例 （1 %）

計 128 例 （100 %）



表8 日本のVRE型と分離施設

VanA型 14 施設 （12 病院 2 検査センター）

VanB型 15 施設 （12 病院 3 検査センター）

VanA,VanB型 1 施設 （1 病院）

VanD型 1 施設 （1 病院）

計 31 施設 （26 病院 5 検査センター）



12／57 (21%)

5／10 (50%)

2／56 (3.6%)

0／51 (0%)

0／71 (0%)

0／3   (0%)

表9 日本の輸入鶏肉からのVREの分離（1998～1999）


